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公益社団法人日本オストミー協会
第38回定時社員総会議事録

１．開催日時　　令和８年６月21日（日）午後２時00分～３時47分

２．開催場所　　〒500-8521　岐阜市橋本町1-16-23　ハートフルスクエアＧ・中研修室

３．会議の目的事項
報告事項
　（１） 2025年度事業報告
　（２） 2026年度事業計画
　（３） 2026年度収支予算
審議事項
　第1号議案
　2025年度貸借対照表、正味財産増減計算書、正味財産増減計算書内訳表、財産目録の承認及び監査
  報告の件

４．出席代表理事　坂本 純　猪口義武　山本悦秀
　　出席理事　牛尾幸子　石川尚美　楠 幾代　崎山達也　安江慎太朗　山下益代
出席監事　本間昌明　五十嵐和雄

５．議　事
（１）司会挨拶
   開会にあたり山本副会長より司会の挨拶の後、定款第17条により坂本会長が議長席に座る。引き続
   き、この１年間に亡くなられた物故会員に１分間の黙祷を捧げた。
（２）定足数成立報告
   司会より、「現在の代議員総数59名、本人現地出席21名、代理出席３名、webによる出席12名、決
   議権行使書による出席が14名の合計50名で、定款第19条規定の過半数を超えて定足数を満たしてお
   り、本総会は成立しております」旨の報告があった。
（３）感謝状の贈呈
   本年の日本オストミー協会表彰には高田宣子、佐藤俊彦および山田千里の３氏が選ばれ、山田千里
   氏の代理として新居(にい)静枝氏に坂本会長より感謝状が贈呈された。
（４）開会の辞・議長挨拶
　 【坂本】本日の社員総会の決議は定款第19条の規定により社員数の過半数が出席し、出席した当該
   社員の議決権の過半数をもって行います。社員の過半数以上の多数が出席しておりますので同規定
   に基づき、本総会は成立したことを改めて報告します。そして、定款第21条第１項の規定により議
   事録を作成します。議事録には出席した理事が署名押印することになっています。書記には山本副
   会長にお願いします。

（５）報告事項
　　予め送付された議事次第の資料に基づき、坂本会長より、報告事項(1)「2025年度事業報告」、
　(2)「2026年度事業計画」、(3)「2026年度収支予算」を含む協会全体の現状認識とそれへの今後の
　対応について、説明があった。

【坂本】
　では先ず報告事項ですが、これら書面での報
告内容は今年度末に関係省庁に送付したものの

いわばコピー版ですのでご承知おきください。
　まず、（１）2025年度事業報告ですが、これ
は私が会長になった昨年６月以降についてお話
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しします。10月のブロック会議で全国を回って
各支部長さんにお話しましたが、今回、社員総
会を開催したのは、唯一の決定機関で年１回の
開催が義務づけられているからです。私が初め
て受け取った2024年度のＪＯＡの収支決算は約
800万円の出超でした。
　この現状を代議員の皆さんに直接お会いして
ご理解いただかなければとの思いで対面開催と
した訳です。
　さて会長就任後、８月に堀井会計事務所を訪
問しましたところ、４年前からＪＯＡの解散提
案を受けていたことがわかりました。その理由
は資金の一元管理ができていないからとのこと
で2011年に公益社団に移行する際、それができ
なかったと和田、笹岡の両・元会長も認めてお
られました。
　今回の問題は本部の資金がショートして資金
繰りが行き詰ったことで、これには相当な改革
努力が求められています。公益法人移行時、会
員数は１万人で維持されるだろうとの推定でし
たが、３月末現在4653人と5000人を切っており、
予測に誤りがあったことになります。
　これに関連しますが、たまたま元・厚労省の
キャリアでコロプラスト社アドバイザーをして
いる方とお話する機会があったのですが、ＪＯ
Ａの問題として、①公益社団法人になってから
国への陳情のみで社会的提言が一切なされてい
ないことで、これは関係する代議士の方々から
も指摘を受けています。
　そして、②財務的に行き詰っている団体との
評価の２点です。加えて内閣府の立ち入り検査
が2018年まで３年の一度でしたが、以後10年に
一度ということで、かなり厳しいチェックが予
想されます。
　次に（２）2026年度事業計画です。こういっ
た厳しい本部の状況に対処すべく、会長就任当
初からワーキング・グループ(WG)の創設を考え、
昨年11月に立ち上げました。これはどなたでも
参加できます。何か問題提起があれば、ＷＧか
らご発言をお願いします。そして行動を起こす
ことで、ランニングコストとしての2000万円弱
をどう使うかですが、結果はともかく「やって
みるしかない」ということで、「つなぐプロジ
ェクト」を立ちあげました。
　進藤先生からは高額のご寄付をいただきまし
たが、本プロジェクトへの使用をご理解いただ
いています。
　そして先にも述べましたように、活動の基本
を提言型にすることが求められます。世の中の
困り事への対処は、ＮＰＯ：０→１、学会：１
→10、民間企業：10→50、行政：50→100 との
村木・元事務次官の提言があります。ＮＰＯの
一つであるＪＯＡとしてもこの０→１がなかな
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か難しいのですが、まずはアイデアと企画です。
学会はＪＳＳＣＲ等との連携を計り、企業は装
具メーカーさん等で、この３者が同じテーブル
に着くことで、いよいよ行政に出てもらって社
会制度を変えていただくとの算段です。その際、
ＮＰＯにとって大事なことは中立性で、そして
ストーマは正の財産、生き甲斐です。
　少し話が逸れました。
　３つ目が、（３）2026年度収支予算です。資
料は難しいのでわかり易く解説します。13～14
頁の貸借対照表と正味財産増減計算書を見て下
さい。
　貸借対照表はいわば小遣い帳で、残高表です。
お金をどうやって運用し、どれだけ残ったかが
記載されています。その収支が正味財産増減計
算書で、損益計算書です。今季の本部決算では 
900 万円の出超で、これは主に全国大会と広報
の印刷・郵送代です。それで全国大会は中止、
会報はＰＤＦ化で対応しようとしており、つな
ぐ計画には 500万円のご寄付を流用する予定で
す。
　宮城県支部の米澤さんから「つなぐ計画」で
はご高齢会員さんへの配慮が必要との意見をい
ただいていますが、各支部の情報を共有するに
は優れたアプリだと思っています。
　また会報については本当に困っておられる支
部さんには本部で対応します。

【小田原】
　2025年度の事業報告について具体的にお尋ね
しますが、後に文書でご回答いただければと思
います。
●支部支援：「・・本部財政も厳しいことから、
今後支援方法を検討する必要がある」について
どうされるのかお聞きしたい。また社適委託料
にかなりのばらつきを認める。
●経理処理業務：「・・内閣府から求められる
ガバナンス強化に努めた」を具体的に知りたい。
●ブロック会議表で北海道支部の日程がブラン
クになっていて、11月号にも会議録の記載がさ
れていない。
●支部活動：データ無しの支部が４支部あり、
問題では？
●正味財産増減計算書の残高欄で、昨年度の入
会者は 304名で、これを増やそうということは
今も重要と思う。
●正味財産増減計算書は本部のみの収支が記載
されており、昨年より進歩。やはり本部の資金
繰りが気になり、さらなる会員減時代の事務局
体制の整備が重要。つなぐ企画も含め、何とか
収支相償を目指していただきたい(京都府支部)。

【坂本】いくつか文章化して、回答します。
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【伊藤】
　本日は支部として色々とご迷惑をお掛けした
ことをお詫びします。当支部は支部長の独断的
環境下にあり、役員会をやっていません。
　ただコスプレ・サミット等比較的若い世代の
企画を実行していますので、ＪＯＡの支援をい
ただければと思っています（愛知県支部）。

【岩田】
　いつも言っていることですが、国の公費負担
を増やしてほしいと思っています。決まりでは
国の負担は50％まで可能ですが、現在は35％で
す。その結果、市町はその半部の18％でいいだ
ろうとなっています。「何とか国に増額を働き
かけてください」と市町の係の方から言われて
います。厚労省には本部から宜しくお願いしま
す（栃木県支部）。

【高瀬】
　「つなぐ計画」の件で、昨日の県支部役員会
で意見が出ましたのでお聞きします。
　ピアサポート・サロンは続けていただくのが
いいと思います。一方、アプリのツールは全体
的に無理をしていて、金額的に続けられるのか
という意見が出ていました（千葉県支部）。

【大竹】
　２点質問があります。10頁のコンプライアン
ス規定の強化は理解できますが、実際の有事の
際、どちらに報告・相談すればいいか教えてく
ださい。
　もう１点、関東ブロック会議の際、会報の全
面ＰＤＦ化については議論の時間が不足してい
て後日改めてオンラインでしようとの話になり
ました。それが開催されない間に本部では一気
に話が進んでしまっているという気がしており、
全国の皆さんの意見をもっと聞いたほうがいい
のでという要望です。関係する医療者の方も紙
媒体なら目を通すとの話でした。また支部会報
も全国の支部に発信して共有すべきと思います
（茨城県支部）。

＊「今後の本部から支部への財務支援はどうな
るのか？」：現状で本部が資金ショートすると、
公益社人として当協会は維持できません。現段
階では本部から支部への財務支援は難しいです。
今は本部への資金の流入を増やすことが優先課
題であると考えています。

＊「ガバナンス強化とは何か」：「ガバナンス」
とは「組織を健全に維持するための仕組み（事
業・会計・コンプライアンスの確立）」です。当
協会にとってそれは「ピアサポート事業・解か

りやすい会計制度・コンプライアンスの確立」
だと考えています。コンプライアンスの確立に
ついては外部の有識者を含む委員会を作り月例
会議を制度化して「書面申立制度」により感情
論ではなく事実に基づく審査を可能にしたいと
現在検討中です。

＊「本部会報のＰＤＦ化について」：会報の紙
媒体の発行について今も完全に否定しているわ
けではありません。紙媒体には当然メリットも
あります。しかし現在の当協会本部の財務状況
では本部からの紙媒体の発行は厳しいです。

【司会】
　以上で、質問は全ていただいたようですので
次の決議事項に移ります。

（６）決議事項
第１号議案
2025年度貸借対照表、正味財産増減計算書、正
味財産増減計算書内訳表、財産目録の承認及び
監査報告の件

　坂本会長より2025年度決算報告書に基づき
報告があった。

【坂本】
　今期は本部500万円、支部460万円の計 960万
円ほどの出超です。支部も 260万円ほど昨年よ
り増加しています。いずれにしても今後は月次
報告を確実に実行していく必要があると思って
います。内閣府からの要請に対処するためにも、
ガバナンスは事業、コンプライアンス、および
会計の３つが適切に行われていることが基本で
すので、守っていきたいと思っています。以上
が決算報告です。

【猪口】
　追加です。昨年の監事から今年は財務委員長
になって早く報告をしろと言われる立場になり
ました。まず内閣府に届けるためには６月末ま
でに報告書を作らねばなりませんが、その前に
社員総会を開く必要があります。その総会資料
は印刷して２週間前に代議員の皆さんの手元に
届く規約となっています。そのために各支部の
決算は年度末に終わって、４月から一気にまと
めなければなりませんが、実際は５月20日ぎり
ぎりでした。ですので、来期からは４月末まで
には支部の決算報告を出していただきたいです。
例えば自治体に社適で報告する際、公１(相談)，
公２(広報)，公３(社適)の３つの事業区分に分
けて仕分けをしていますが、会計事務所からは
分けなくていいと言われています。早く報告す
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ることを最優先にするよう、宜しくお願いした
いと思います。

【小田原】
　それに関連しますが、各支部の金銭出納管理
を見直していくべきで、その一つの方法として
ブロック会議で各支部間の協力支援するのもい

いかと思っています。

【猪口】
　会計事務所に会長と行った時、フロンティア
21をまず直すべきで、その前に自動取り込みを
行うと、また若干お金がかかるので少々お待ち
ください。

　次に、監査報告が本間監事より行われた。なお、監査は2026年６月３日に本部にて行れ、「報告書
は全ての重要な点において適正に示している」との監査報告書が資料の22頁に掲載されている。

【山本・﨑山Ｗｅｂ担当】
　それでは、この第１号議案について、挙手により決を取りたいと思います。賛成の方は挙手をお願
いします。　
　結果：会場での賛成の代議員および代理出席者の挙手は、全24人中の19人、Ｗｅｂでの賛成の代議
員の挙手は全12名中の９名、これに議決権行使者14名を加え、全参加者50人中の42人の、規定の過半
数を超える賛成により決議事項の第１号議案が承認された。

（７）その他
　・事務局報告
　【五十嵐】
　　　支部の方には大変お世話になっています。またご迷惑をおかけしていれば深くお詫びします。
　　事務局として若干気付いた点を述べます。日頃の各支部の活動には敬意を表していますが、人
　　的・経済的に格差が拡大しているのではと危惧しています。
　　　また、支部収支報告ではご苦労されていることを本部会計担当者から聞いています。
　　　さらに、各自治体からの給付金に対する報告には問題ないと考えています。
　　　一方、本部では経費の削減に努力していますが、オンライン時代の現在における支出削減は
　　限定的であると思われます。６月15日に会長から提言された再生プロジェクトは少しトーンダ
　　ウンしたように思われる部分も見受けられます。
　　　本部が多面的な問題を抱える中、議論が偏っているのではないか等、懸念しております。

　　事務局報告：入会者は平均９名、ＨＰへのアクセス数は多い月で約200件となっています。

（８）閉会：会長が第38回定時社員総会の閉会を宣言した（15時48分）。
　　その後、会員の活動を記録したビデオが２本放映された。

　　　　　議事録作成者　副会長　山本悦秀
　　　　　令和8年６月26日
　　　　　　　　以上の内容に相違ないことを証する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　議長　会長　　坂本　純　　　　印

　　　　　副会長　　　　猪口　義武　　　印　　　　副会長　　　　山本　悦秀　　　印

　　　　　業務執行理事　崎山　達也　　　印

　　　　　理　事　　　　牛尾　幸子　　　印　　　　理　事　　　　石川　尚美　　　印

　　　　　理　事　　　　楠　幾代　　　　印　　　　理　事　　　　山下　益代　　　印　　

　　　　　監　事　　　　五十嵐　和雄　　印　　　　監　事　　　　本間　昌明　　　印
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デジタルコミュニケーション基盤の整備について
―― TUNAG（ツナグ）導入のご提案とＪＯＡの未来 ――

現状、協会の情報共有は本部からの通知はメールと郵便物。各支部の活動はそれぞれがバラバラに
管理。会員同士のつながりは対面の集会のみ。業務の多くは紙と電話とＦＡＸ。これが、2026年の
私たちの現実です。会員数は減り続けています。若い世代が入ってきません。なぜでしょう？　情
報が届かない、つながりが見えないから。つまり、参加するメリットを感じられないからです。
デジタルで情報を得ている世代に、アナログしか用意できていない。変えるべき時が来ているとい
うことです。そこで、会員同士のコミュニケーション活性化、情報共有の強化、そして協会運営の
ＤＸ化を目的として、組織改善クラウドサービス『ＴＵＮＡＧ(ツナグ)』の導入を提案いたします。

TUNAG（ツナグ）   実際の画面イメージ

TUNAG  アプリ　７つの主要機能とJOAでの活用例

社内掲示板
本部・支部からの
情報を全員に
リアルタイム配信

チャット
支部間・PT・政策
グループ連携

アンケート機能
実務調査デジタル化
政策提言データベー
ス化

ワークフロー
入会申請／活動報
告の電子化で事務
局負担削減

カレンダー共有
総会・理事会・勉強会
日程を全員で共有

会員プロフィール
会員情報・支部構成・
委員会メンバーを可視
化。「誰に聞けばいい
か」がすぐわかる

会報閲覧
2026年9月号からPDF版にてTUNAGで配信予定。
印刷・郵送コストの削減。

孤立したオストメイトを一人も取り残さない。
その理念を、言葉だけでなく、行動として形にしていくための一歩として、本提案へのご理解と

ご協力をお願い申し上げます。



　第１作の主人公は、2016年にストーマを造設
した中島小百合さんです。
　新婚生活の中で突然、体が変わった中島さん
は、「夫はまだ、私を愛してくれるのだろうか」
と不安を抱きます。一方、長時間の手術を待っ
ていた夫が願っていたのは、ただ一つ。「どん
な姿でもいい。生きていてくれれば」というこ
とでした。
　その言葉が、中島さんの人生を静かに支えて
いきます。
　中島さんは、自らの体験を匿名のブログに書
き始めます。やがて人との出会いを通して、実
名で語ることを決意しました。それは、居場所
を与えられる側から、誰かの居場所をつくる側
へ踏み出した瞬間でもありました。
　通訳として言葉と文化をつなぎ、日本オスト
ミー協会の活動を海外へ伝える中島さん。映像
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　第２作は、秋田県支部長を務めた小野和広さ
んの記録です。
　小野さんは2018年、直腸がんによりストーマ
を造設。７年間にわたる闘病生活の中で、治療
をやめようと思ったことも一度や二度ではなか
ったと語っています。
　そんな小野さんを変えたのが、日本オストミ
ー協会と同じ体験を持つ仲間たちとの出会いで
した。支えられるだけではなく、自分も誰かを
支える側に立つ。相談に耳を傾け、支部活動に
力を注ぎ、自らの闘病体験を『がんとストーマ』
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映像だから、伝えられること
ドキュメンタリーシリーズ『灯台を継ぐひと』が始まりました

日本オストミー協会は、新たな映像プロジェクトとして、
ドキュメンタリーシリーズ『灯台を継ぐひと ― Each One Reach One ―』を立ち上げました。
協会は1969年の創立以来、同じ体験を持つ仲間が支え合う「ピアサポート」を礎として歩んできました。
その思いを、次の世代へどう伝えていくか。本シリーズでは、オストメイトをはじめ、家族、支援者、
医療者など、一人ひとりの人生を等身大の視点で記録していきます。病気を悲劇として描くのではなく、
その人が何を思い、誰と出会い、どのように日々を生きているのかを、静かに見つめる映像です。
誰かの経験が、暗い場所にいる誰かの道しるべになる。そして、受け取った灯が、また次の誰かへ渡さ
れていく。その願いを、シリーズ名の「灯台を継ぐひと」に込めました。
一人から、一人へ。受け取った灯は、また次の誰かへ渡されます。
『灯台を継ぐひと』は、特別な人の物語ではありません。私たちの隣にいる一人の人間が、どのように
悩み、誰かとつながり、再び歩き始めたのか。その姿を記録するシリーズです。
映像の中に残された言葉が、まだ見ぬ誰かの灯台になることを願っています。

Vol.1  言葉で、居場所を探す旅

動画の視聴にはパスワードが必要です
パスワード：ostomate001

視聴はこちらから

は、今も「自分にとって心地よい居場所」を探
し続ける、その旅を追っています。
　体が変わっても、人生は終わりではない。
　人は誰かに受け入れられたとき、もう一度、
前へ進むことができる。そのことを、中島さん
の生き方が教えてくれます。

現在準備中 !! Vol.2  誰かの役に立てるなら

として書き残します。誰かの役に立つことが、
小野さん自身の生きる力になっていきました。
余命を告げられた後も、ホスピスの部屋で書き
続けました。最後まで語っていたのは、自分の
苦しみではなく、会員のために何ができるかと
いうことでした。
　小野さんは、死に向かって闘った人ではあり
ません。最後まで、誰かのほうを向いていた人
です。小野さんは2025年８月、63歳で逝去され
ました。しかし、小野さんが手渡した灯は今も
消えていません。



　第35回日本創傷・オストミー・失禁管理学会
学術集会（ＪＷＯＣＭ）は、瀬戸内海を望む香
川県高松市のサンポートホール高松・あなぶき
アリーナ香川で開催されました。四国・香川で
の開催は今回が初めてとのことです。テーマは
「未来に懸ける・架ける・翔けるＷＯＣ看護」。
創傷（きず）・オストミー・失禁のケアを専門
とするWOCNを中心に、全国各地から医師や看護
師、企業関係者など多くの医療関係者が集まる、
この分野では国内最大級の学会のひとつです。
会場では研究発表や講演、企業展示が並び、２
日間を通して熱気にあふれていました。私たち
ライトハウスのメンバーも、その一員としてブ
ースを出展させていただきました。企業ブース
が立ち並ぶ一角に、当事者団体としてテーブル
を構え、持参したポスターやチラシを並べると、
準備の段階から気合が入りました。

　ブースでは、日本オストミー協会の活動を広
く知っていただこうと、会報を25部、ライトハ
ウスの紹介チラシを 400部配布しました。会報
は、順次ＰＤＦに切り替わっているので、本部
に在庫として残っていた335～337号です。あわ
せて「オストメイトの生活と福祉」の冊子を20
部お配りし、「オストメイトの手引き」も見本
として２冊持参しました。手に取ってページを
めくり、関心を寄せてくださる方が何人もいら
っしゃったのが印象的でした。新しい取り組み
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として、オンラインピアサポートサロン　ライ
トハウスがどのような場なのかも、立ち止まっ
てくださった方お一人お一人に、直接お話しさ
せていただきました。ブースでお話ししている
と、すでに「ライトハウス」のことをご存じの
看護師の方々も何人かいらっしゃいました。ス
トーマ装具メーカー各社や、全国オストメイト
サポート販売店連合会（JOSFA）の皆さんが、
医療現場に情報を伝えてくださっているおかげ
だと思います。本当にありがたいことです。

　ブースに立ち寄ってくださった看護師の方々
からは、印象に残るお話をたくさん伺いました。
「手術のあと、病棟のベッドでふさぎ込んでい
る患者さんがいる。この取り組みをぜひ伝えた
い」という声。「担当している患者さんがライ
トハウスに参加して、とても良かった、話せて
良かったと言っていた」という声。「チラシを
見てすぐに思い出した患者さんがいる、病院に
帰ったらすぐに伝えたい」という声。また、
「若いオストメイトのことが気になっている。
最近、ストーマ外来に顔を見せなくなっている」
「ＺＯＯＭができるかどうかはわからないが、
話せる場を求めている人がいるのでチラシを渡
したい」という声も寄せられました。どのお話
にも、患者さんに寄り添おうとする看護師の方
の思いがにじんでいて、私たちのほうこそ励ま
される時間でした。

　ご意見もいただきました。印象的だったのは
「オストメイトであることを示すストラップ、
以前あったと思うのですが、もうないのですか
？」という声。それから、オンラインピアサポ
ートサロンの参加人数についてで、「参加した
くても定員がいっぱいで入れなかった」「もっ
と多くの方が参加できるようにしてほしい」と
いう声も複数いただきました。こうした現場の
声を直接伺えたことは、今後の活動を考えるう
えで大きな収穫でした。いただいたご意見は共
有し、今後の取り組みの参考にいたします。
　会場をまわっていると、当協会の調査「オス
トメイトの生活と福祉」を引用文献としたポス
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学会で、オンラインピアサポートサロン ライトハウスの活動をアピール
本部事務局   松川紀代

　2026年７月11日・12日、香川県高松市で開催された第35回日本創傷・オストミー・失禁管理学会学術
集会（ＪＷＯＣＭ）に、オンラインピアサポートサロン ライトハウス のメンバーがブースを出展しま
した。日本オストミー協会の取り組みを、全国から集まった多くの看護師の方々に直接伝えてきました。
その２日間の様子を報告します。

多くの方に手に取っていただいた、ブースの配布物
（第35回JWOCMにて）



ター発表を見つけました。私たちが積み重ねて
きた調査が、研究の現場でもこうして役立てら
れていることを実感し、うれしい発見でした。
発表者である研究者の方とも直接お話しする機
会があり、アンケート調査の設計や集計の手法
などについて情報交換をすることができました。
また、ブースにお立ち寄りいただいた医療者の
皆さんとも、今後どのような形で連携していけ
るか、いろいろな話をすることができ、実り多
い時間となりました。学会という場だからこそ
生まれるつながりを、あらためて実感した２日
間でもありました。
　最終日には、学会長の政田美喜さん（三豊総
合病院看護部）が、お忙しい中わざわざブース
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　  　オンラインピアサポートサロン「ライトハウス」
　オストメイト等の方（一時ストーマ、閉鎖した方々等）なら
どなたでも気軽に参加できるオンラインの交流の場です。
手術前後の不安や日々のちょっとした悩みを、同じ経験を持つ
仲間と分かち合える場です。
　次回の開催日程は日本オストミー協会ウェブサイトでご案内
しています。https://joa-net.org/lighthouse/
　みなさんのご参加をお待ちしています。

「ライトハウス」という名前には、暗闇の中でも進む方向を示す灯台のよ
うに、それぞれが自分のペースで歩んでいくための小さな光となる場であ
りたいという思いを込めています。これからも、一人抱で込まずに思いを
分かち合える場とし継続して開催していきます。

にご挨拶に来てくださいました。２日間の学術
集会を最後まで献身的に支えてこられたそのお
姿を間近で拝見し、私たちも改めて背筋の伸び
る思いでした。
　今回の学会参加を通じて、日本オストミー協
会の取り組みを、一人でも多くの医療者に届け
られたのではないかと感じています。会場でい
ただいた「もっと多くの方が参加できるように」
というお声も踏まえ、ライトハウスでは今後、
ピアサポーターの担い手を増やす研修や、医療
者をお招きしてのオンラインセミナーなども企
画しています。オストメイトと医療者、そして
支部をつなぐ場を少しずつ広げながら、これか
らも地道に活動を続けてまいります。

「オストミーデー10/3（土）『皇居５kｍチャリティラン』を企画中です！」
この度、東京支部の中島小百合さんを通してアメリカオストミー協会（ＵＯＡＡ）より、
　「10／３  ワールドオストミーデーに毎年恒例の『チャリティ５kｍラン』を開催しますが、
ＪＯＡも参加しませんか？」とのお誘いを受けました。
　そこで、10／３に、みなさんの寄付でお揃いのTシャツを着て皇居５㎞を練り歩く（走れる
人は走って）チャリティランを企画中です。みなさんも一緒に皇居一周を歩きませんか！

　「Run for Resilience Ostomy 5k」は、全米オストミー協会（ＵＯ
ＡＡ）が主催する、オストミー（人工肛門・人工膀胱）啓発デーを祝
うためのチャリティーイベントです。この活動は、命を救うオストミ
ー手術への社会的理解を深めるとともに、当事者を支援するプログラ
ムの運営資金を集めることを目的としています。
　2026年は、10月３日から10日にかけて全米各地の州で対面式の５Ｋ
（５キロ）ラン＆ウォークが開催されます。さらに「バーチャル5K」
部門も用意されており、世界中どこからでも、近所の公園や自宅のラ
ンニングマシンを使って自分のペースで参加可能です。

　参加登録者には公式の記念Ｔシャツとゼッケンが提供され、個人や
チームで募金活動を立ち上げたり、直接寄付をすることも推奨されて
います。誰もがスポーツを楽しみながら、オストミーコミュニティを
支援できる素晴らしい取り組みです。

参加登録者に提供される
公式の記念Ｔシャツ



輝け！ 私たちの未来  YAMAGUCHI大会
「ありがとう」としか言えない！

一団体では出来ない。けれど「つながり」で多団体と協働であれば何とかなる

　去る６月15・16日にＫＤＤＩ維新ホール（山
口市内）にて「輝け！私たちの未来 YAMAGUCHI
大会」を開催することができました。
　思い起こせば、2018年10月の中国ブロック会
議にて2021年の「全国大会」は山口県にて行う
と決定され、コロナ禍であえなく中止となりま
した。今度こそはと臨んだ2026年開催も、昨年
の９月に中止となりました。
　ならば山口県で山口県らしい大会を開催しよ
うと他の団体様を交えて検討を重ねました。そ
の中で「ストーマパウチをデザインしてパリで
ファッションショーを行う人たちがいるよ」、
「オストメイトで音楽活動を行っている人たち
がいるよ」と情報がどんどん入ってきました。
　全くの伝手（つながり）無しでしたが、ご協
力をいただくことができました。しかも「無報
酬」で。更にはその方々のつながりで、新たな
方もご参加くださいました。
　オストメイトによるがオストメイトのためだ
けの「大会」を開催する時代の終わりと共に、
新たな「大会」の一つの形として提案できたよ
うに感じています。

　当日の内容を写真と共にご報告いたします。
　６月15日(月)の初日の準備は私の大工仲間が
椅子や机やパネルなどの重量物の移動にはせ参
じてくれました。（この写真が無くて残念です）
　初日のメインイベントは「日本福祉医療ファ
ッション協会」の平林敬様、矢野雷太様の講演
です。

　平林景先生はファッションに身を置く方の通
りのひときわ目立つ装いでの登壇でした。
　「金なし、伝手無し、スキル無し」の自分に

あるのはひたすら「夢を語り尽くす」の講演は、
打ち合わせの時の「やるリスクよりもやらない
リスクの方が大きいでしょ」を体現されたお話
でした。
「障がい者もできるファッション」なんかじゃ
ない。「障がい者だからできるファッション」
を目指そうの発想は私にはありませんでした。
　
　続いての矢野雷太先生のお話は、山口県支部
も取り組んでいる「がん教育」についてのお話
にまで踏み込んだお話を聞くことができました。

　つかみの「うんこ味のカレーとカレー味のう
んこ」のお話は参加者の心をまさしく「つかみ」
ました。
＜参加者談＞
　自分が「がん」になるか患者家族になる確率
の話は、伝わりやすく、小学生からでも自分事
として考えることはできるものに感じました。
先生は、どう楽しませて啓発を見てもらうかに
情熱を燃やされています。うんこの話で声を上
げて笑ったのは子どもの頃以来かもしれません。
　健康のことはどうしても、○○しなければ×
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×になりますよ！という恐い話をしなければな
りませんが、どれだけ楽しんでもらえるかで啓
発は変わるんだな、と思わせてくださいました。

　２日目の６月16日(火)のメインイベントは
「アンサンブル・アディ様」のチャリティーコ
ンサートでした。

　オストメイトの大西雄二様と左手のピアニス
ト大西ますみ様のクラシックア音楽の演奏でし
た。楽曲ごとの大西雄二様のトークは「へぇ～、
そうなんだぁ」としみじみとお聴きする内容で
した。
　コントラバスの重低音は、耳からと言うより
も体全体に響く音色で難聴者の方にも音楽を楽
しむことができる可能性を感じました。最終曲
の「ゆっくりラジオ体操」では会場の皆様も立
ち上がり、或いは椅子に座って参加しました。

　アンサンブル・アディ様のYouTubeで配信予定
ですので是非、視聴してください。
＜参加者談＞
・大西ご夫妻によるゆっくりラジオ体操は皆様
の印象にも残ったご様子でゆっくりというペー
スがよかったことや語りかけながら音楽を進め
られることにも皆さん共感をいただいた様子で
した。出展者もスタッフも中央の円に集まって
ラジオ体操をする。一体感が生まれて良かった
です。
・「優しさあふれるピアノと深い響きのコント
ラバスのご夫婦の演奏はオンリーワンですね！

音楽の持つ力を感じました」
とのご感想をいただきました。

◇お弁当◇
　初日の昼食には広島の平和記念公園近くのお
店ワイン ウルル （wine Uluru）様がお弁当を
準備してくださいました。

　このお弁当はご講演いただいた矢野先生監修
のもと、排ガスを抑えられ消化を助ける食材と
調理方法で作られたとお聞きしました。オスト
メイトになって気にすることの一つが外出先で
のガス音です。「今はダメ」と困ることもあり、
音楽なども楽しめないこともあります。楽しく
おいしく食事がいただけて気にならない生活は
ＱＯＬ向上にもつながります。
　２日目のお弁当は近隣の障がい者支援施設で
作られたお弁当の提供をお願いしました。（写
真が無い）

　２日間を通して「つなぐプロジェクト」の映
像広報としての中島小百合様と小野和広様の映
像を繰り返し放映することも出来ました。

　最後に今回のご協力くださった方々を紹介さ
せてください。（敬称略）
・アルケア　・コロプラスト　・コンバテック
・ダンサック　・ホリスター　
・西日本メディカルリンク
・ライトハウス　・アンサンブル・アディ
・日本福祉医療ファッション協会
・株式会社　アズリボン　・エピテーゼ
・KIS（川崎市経済労働局イノベーション推進部）
・山口産業保健総合支援センター
・山口県内のWOC（皮膚・排泄ケア認定看護師）
・ホットサロン益田　・学生ボランティア
・赤い羽根共同募金会　・ポポメリー
・女性オストメイトのための下着プロジェクト
・ワイン　ウルル
ご後援くださった行政・医療関係者の皆様
ありがとうございました。
多くの方々のご協力で開催することができました。
「心の底から　ありがとうございました」

　　　　　　　　山口県支部一同
　　　　　　　　文責：同事務局長　高下憲治
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第35回  日本創傷・オストミー・失禁管理学会  学術集会
WOC集会

　７月11・12日に香川県高松市の「サンポート
高松」と「あなぶきアリーナ香川」で開催され
た「ＷＯＣ集会」（私が勝手にそのように呼称
しています）に今年も参加することができまし
た。
` 似たような集会に「ＪＳＣＣＲ日本ストーマ
・排泄リハビリテーション学会総会」（こちら
も勝手にストーマ学会と呼称しています）どう
違うのか？と思ったことはありませんか？
　学会としてどちら歴史があるかとか、私たち
に近いかの論は不要だと思っています。なぜな
らＷＯＣは両方に参加し日々研鑽されています。
　私がＷＯＣのストーカー(笑)のように両学会
へ参加する理由は、オストミ－協会の総会より
も各メーカー様からより詳しい話を聞くことが
できるからです。面板に使用している素材構成
やミリ単位でのサイズ決定の根拠を知ることも
できますし、新製品の情報も知ることができま
す。
　一番の目的はＷＯＣさんが選んだパウチの理
由を学ぶことです。ＷＯＣさんはあみだくじで
パウチを選んでいるわけではなく、その患者さ
んに最もふさわしいパウチを選んでくれていま
す。相談会などで根拠を持って「良いパウチを
選んでくださいましたね」と新人オストメイト
さんに告げたいのです。
　医療者（医者やＷＯＣＮ）の言葉を妄信せよ。
では通じない程に患者側の知識も情報も多様化
しています。
　使用するパウチを変更したい場合には「なぜ
変更したいのか」を医療者へ伝える言葉を提案
することもできると思っています。

　７月11日も12日もオストミー協会から「ライ
トハウス」と「デコパウチ」の展示ブースがあ
りました。「私たちはこのような活動もしてい
ます」を医療者、特にＷＯＣっさんに伝えるこ
とは重要だと思っています。ＷＯＣさんから新
規のオストメイトさんに「オストミー協会」を
紹介されるには、私たちの活動内容を通して信
頼される必要があります。
　オストメイトのピアサポート団体が存在し、
患者さんにも紹介されるような団体を目指さな
ければなりません。ただ単に「患者を紹介して
くれ」で個人情報の壁が崩れるはずもありませ
んよね　７月11日の第７会場でのシンポジウム

では期せずして、平林景先生と矢野雷太先生の
講演があり、パリで開催予定の「デザインパウ
チ」とそのモデルさんのお披露目がありました。

　これまで目立たないように・隠すようにして
いたパウチを見せるパウチにしてしまう発想の
拡がりを感じました。

　今年の10月頃から日本初のブラックパウチが
ダンサックから発売されるようです。

　このブラックパウチ」を装着してフィットネ
スクラブの浴場に入りたいと思うのは私だけで
しょうか？

　２日目の同会場でのシンポジウムで知り合い
のＷＯＣさんが出演されました。オストメイト
専属ナースと勝手に思っていましたが、褥瘡管
理者としてベッド（マットレス）の管理や軽微
な修繕まで行っていることを知りました。いつ
も笑顔で対応してくださるＷＯＣさんの大変さ
に改めて感謝です。

　　　　　　山口県支部　事務局長　高下憲治
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岐阜県支部女子会の報告

　女子会開催にむけ、場所はどうするか考えて
いたところ、ヤガミホームヘルスセンターより
そうだん岐阜様にうかがう機会がありました。
よりそうだん岐阜様は、交通の便がよく駐車場
もあり、なによりのお店の雰囲気は明るく、女
子会の場所としてぴったり！女子会の場所とし
て使用させていただくことは可能か尋ねてみた
ところ、快くお返事いただきました。女子会の
チラシのチェックや、よりそうだん岐阜にご来
店された方やＷＯＣナースへのお声かけ、関連
業者様へのアピール等々とてもご尽力いただき
ました。この場を借りてお礼申し上げます。本
当にありがとうございました。

　開催にあたり協会員・非協会員の垣根なくよ
り多くの方に参加していただきたいと思い、参
加費無料、予約不要、出入り自由で気軽に立ち
寄れることに心がけ、2026年３月14日に第一回
女子会を開催することができました。
　参加者は協会員４名、新しく参加された方５
名、ユニスマイル薬局薬剤師様、よりそうだん
岐阜スタッフの方々。「今まで女子会は開催さ
れていなかった。オストメイト歴は長く悩みが
あるわけではないが、女子会だったので参加し
てみようと思った」「ＷＯＣナースさんに女子
会があると紹介され参加してみようと思った」
など、女子会ならば！と思った方か多く、予想
以上にたくさんの方が参加してくださいました。
　自己紹介で、オストメイト歴・部位・きっか
けの病気などを共有しました。フリートークで
は、「大腸カメラはストマから挿入できるの？」
「匂い対策はどうしているの？」など話題は尽
きず、あっという間に１時間半が過ぎてしまい
ました。会の終わりには参加者同士連絡先の交
換をしました。
　ぜひ次回も女子会を開催してほしい！と声が
上がり、前回同様ヤガミホームヘルスセンター
よりそうだん岐阜様のご協力のもと、第二回女
子会を6月26日に開催しました。
　１回目参加者６名、新しく参加された方６名

(付き添い含む)、薬剤師さんの13名の参加があ
りました。コロ、イレオ、ウロがそれぞれいら
っしゃったので、３つのグループに分かれてお
話しました。ウロストミーの方は災害対策どう
しているか、イレオストミーの方は大腸がない
ので脱水に気を付け下痢止めを飲んでいる、薬
剤師さんから下痢止めについての助言があった
り。コロストミーで洗腸されている方が居て、
歴史の浅いオストメイトはその方法にびっくり
するばかりでした。これも知識のひとつとして
知れたことは財産だなぁと思いました。よりそ
うだん岐阜のスタッフの方からは、災害時に備
えての洗浄剤のお話など勉強になるお話が聞け
ました。まだまだ話足りない！という雰囲気の
中、２回目もあっという間に時間がきてしまい
ました。
　オストメイト・・・外見ではわかりません。
まだまだ１人で悩んでいたり話をしたいと思っ
ていらっしゃる方は多いと思いますこのような
交流会をどのようなかたちで開催していくのか、
伝えていけばよいのか課題と感じつつも、第三
回女子会を計画しています。オンライン開催が
できるとよいのですが、技術面でおいついてい
ないです。岐阜駅は名古屋駅からＪＲで20分で
すので、皆さまお気軽にご参加くださいませ。
お待ちしております。

第三回女子会　　
日時　2026年9月26日(土)　
　　　13時30分から15時(出入り自由)
場所　JR岐阜駅２階
　　　ハートフルスクエアＧ 研修室50
お問い合わせ先　
協会岐阜県支部長 竹内龍男　080-3652-8423
(担当者からご連絡いたします)

－13－

オストミー協会の活動に参加させていただくようになって数年が経ちました。
参加者は固定メンバーで、４年ほど前までは女性の参加はあまりありません
でしたが、ここ2年くらいから徐々に女性の参加者も増えてきました。少し
ずつ交流を深めていくうちに、もっと女性の方とつながりをもてないだろう
か？　きっと皆さんも自身の話がしたいはずだ！と思うようになり、高橋を
中心に藤井がサポートする形で女子会を企画することになりました。

女子会の様子をよりそうだん岐阜様
がブログに掲載してくださっていま
す。こちらの記事もご参考ください。
(ヤガミさんブログのQRコードです)

1977年12月3日第三種郵便物認可
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　2023年、私は膀胱がんステージ４と診断され、
ウロストミーになりました。その経験を通じて、
コロストミーやイレオストミーの方々が在宅生
活で抱えるトイレの悩みや負担を深く知りまし
た。そこで、30年前にイギリスで得た原体験を
もとに温めてきたアイデアを形にし、「おしっ
こキット」「導尿バッグ携行容器」「オストミ
ーの日曜大工」の３つについて特許出願を行い
ました。本システムは、大がかりな工事をせず

暮らしから生まれた「我が家のトイレ革命」

高額なリフォームをしなくても、今あるトイレをもっと使いやすくできます。
家族もオストメイトも同じ空間を快適に使える「我が家のトイレ革命」をご紹介します。

ウロストメイトが考案した 6つの排泄関連器具と、その背景にある思い
鹿児島県　飯塚和男

連  載
 第1回 

に導入できます。健常者とオストメイトが同じ
トイレを無理なく共用できる仕組みとして、私
の自宅でも３年以上、毎日使用しながら検証を
続けています。
　災害時のトイレ環境にも役立つ可能性があり
ます。熊本地震などの被災地でオストメイトが
直面した厳しい状況を踏まえると、完全バッテ
リー駆動で工具を使わずに設置できる点は、停
電や断水時にも大きな安心につながります。

•2020 年特許出願済：『おしっこキット』
　　　――日常の尿ハネをできるだけ抑えるため のユニバーサル設計。
•2025 年特許出願済：『ウロストミー用・導尿バッグ携行容器』
　　　――寝室や書斎で、導尿バッグに貯められた尿を直接見ずに処理する自動排泄システム。
•2026 年特許出願済：『イレ・コロストミー用・オストミーの日曜大工』
　　　――使用者に合わせて昇降・回転でき、家庭のトイレで立ったまま又は椅子や車椅子で
　　　　　装具交換や排泄ができる住宅用システム。現在は手動式ですが、特許請求項には音
　　　　　声や手話の技術による駆動も記載しています。

　『オストミーの日曜大工』は、日曜大工感覚
で設置できる住宅用のシステムです。
　移動式は昇降や回転ができるため、車椅子の
方を含め、使用者の姿勢や動作に合わせて調整
しやすい点が特長です。装具交換や排泄物の処
理を楽に行えるだけでなく、使わないときは移
動できるため、健常者のご家族とも同じトイレ
を共有しやすく、家庭内での共用に適していす。
　一方、固定式タイプは、賃貸住宅やアパート

など、壁や床に釘やビスを打てない家庭でも使
えるよう、突っ張り棒で一時的に支えて設置し
ます。使用のたびに設置・取り外しの手間はあ
りますが、建物を傷つけず、必要なときだけ安
全に使えることを重視しています。取り外せば
共用できます。いずれも、単なる構想ではあり
ません。私自身が日々の生活の中で使い、安全
性や使いやすさを確かめながら改良を重ねてき
た、実用を前提とした仕組みです。
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　この取り組みでは、医療現場や地域包括ケアとの連携を大切に
しています。主治医の先生、ストーマ外来の看護師様、皮膚・排
泄ケア認定看護師（ＷＯＣナース）の皆様にも、実際の使用状況
を動画などでご確認いただきながら、専門的なご意見をいただけ
れば幸いです。
　本システムで使用する『導尿バッグ携行容器』は、医療機関や
在宅介護の現場で使われている正規の導尿バッグに、排泄を助け
るモーターを組み合わせたものです。私はこの仕組みを３年前か
ら使用しており、日々の負担を少しでも軽くし、尊厳ある生活を
支える一助になると考えています。
　使用時には、ミラーによる目視確認とタイマーを活用し、排泄
のタイミングや処理の流れを把握しやすくしています。毎日の決
まった所作として続けることで、確認から処理までの手順が自然
に身につきます。
　将来、加齢や認知機能の低下によって管理が難しくなった場合
でも、手順を文字や映像で残しておけば、本人の自立を支えやす
くなります。
　ご家族や介助者も同じ手順を確認できるため、衛生管理や電気
機器の扱いを無理なく共有できます。

安心して使うための機能と衛生管理

　この技術を一日でも早く必要な方へ届けるため、現在は開発者である私自身が市販部材を加工し、
一台ずつ手作業で組み立てています。将来的な量産化を見据えた限定提供です。手作り品のため、将
来の成型品とは形状や仕上げが異なる場合がありますが、実用性能に影響はありません。
　連載開始にあたり、在宅でお困りの方や、災害時の備えを必要とされる方へ、完成品を先着 119名
様に完全無料（送料着払い）で進呈いたします。

119 名様 完全無料モニター募集

　2名様
　2名様
　5名様
　5名様
　5名様
100名様

① 全てのオストメイト用『オストミーの日曜大工』固定式
② 全てのオストメイト用『オストミーの日曜大工』移動式
③ ウロストミー用『導尿バッグ携行容器』   
④ ウロストミー専用おしっこキット         
⑤ 女性専用おしっこキット
⑥ 災害・緊急用『男性用・女性用災害時トイレ器具』 

詳しい動作動画とＡＩナレーションによる解説は、公式ホームページでご覧いただけます。
　　　　　　　　　　https://www.kazoo12358.com/

お申し込み窓口：kazoo1111@gmail.com
モニターへの応募をご希望の方は、以下の内容を添えてお申し込みください。
『オストミーの日曜大工』をご希望の方：ご自宅のトイレで装具交換や排泄物の処理を行う際、どの
　動作や姿勢に最も負担を感じているかをお聞かせください。
『導尿バッグ携行容器』をご希望の方：朝や夜間、ベッドサイドで蓄尿を処理する際に感じている負
　担や不安をお聞かせください。
『おしっこキット』をご希望の方：ご家庭で、立位排尿による尿ハネ、汚れ、においについて、どの
　ようなお悩みがあるかを簡単にお聞かせください。
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　こんにちは！ 7月号ではご挨拶できませんでしたので、４か月ぶりのご挨
拶になります！　夏本番に突入しながらの9月号作成をしております(笑)毎
日すんごく暑いです！！
　みなさんは、どんな夏を過ごされましたか？この会報がお手元に届くの
は９月ですが、９月とは言え残暑が厳しく、まだまだ夏なんでしょうね。
毎年、夏が長くなっている気がします・・・ちゃんと秋らしい秋が来てくれ
ます様に！！

　　　　　　 　　20/40フォーカスグループリーダー　脇田 由美子（兵庫県支部）

若いオストメイト交流会 in 大阪府支部  報告

　2026年５月30日(土)第23回　大阪市立北区民
センターにて若いオストメイト交流会を開催し
ました。当事者の方、ご家族、看護師、メーカ
ー・販売店の皆さまを含め、28名にご参加いた
だきました。
交流会の内容は、北野病院の皮膚・排泄ケア認
定看護師　松本　忍先生の講演「ストーマケア」
の講演のから始まり、その後各装具メーカー・
販売店の紹介、講演後に自己紹介（質疑応答を
含む）という流れでした。
　講演では、ストーマのある暮らしの中で感じ
やすい困りごととして、袋の膨らみやにおい、
皮膚トラブル、温泉利用、災害時の備えなどが
紹介され、日頃の工夫や役立つ情報をみんなで

学びました。後半には、メーカー・販売店から
消臭用品やパウチカバー、防災に役立つサービ
スなどの紹介もありました。
　交流の時間には、参加者それぞれが日常生活
での悩みや工夫を語り合い、経験者ならではの
体験談や専門職からの助言に、うなずく場面も
多く見られました。初めて参加された方からも
相談が寄せられ、あたたかな雰囲気の中で情報
交換ができた実りあるひとときとなりました。
　これからも、安心して集い、支え合える場を
大切にしていきたいと思います。
　次回交流会は、2026年10月31日(土)開催予定
です。（会場は同じ場所です）
　皆さまのご参加をお待ちしております。

大阪府支部20/40担当　二田　浩

兵庫県支部　若いオストメイト交流会in神戸

　６月28日(日)、神戸市立中央区文化センター
にて、20～50代を対象とした若いオストメイト
交流会が開催されました。
当日には、兵庫、大阪、京都の方、遠方からは、
愛知、香川、和歌山、島根から来てくださいま
した。講演いただいたＷＯＣナースさん、メー
カー・販売店の方を含め、総勢26名の参加があ

りました。
　交流会では、前半に神戸百年記念病院の皮膚
・排泄ケア認定看護師の清水弘美さんから「ス
トーマケアの基本的な手技の確認と合併症につ
いて」お話していただき、講演中、ストーマ歴
やストーマ種類などテーマに沿った話題を参加
者へ質問しながら進めてくださいました。今は

兵庫県支部　脇田由美子



　みんなそれぞれ試行錯誤を繰り返して自分に
合った交換の方法・手順があって面白いなと思
いました。こんなお話が出来るのは、交流の場
ならではだなと実感いたしました。
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大丈夫でも、将来抱えるかもしれない合併症に
ついてしっかり学ぶことができました。
　後半では、コロ・イレ・ウロ＆ダブルの３つ
のグループに分かれてのグループ交流を行いま
した。コロチームでは、ストーマサイズ、外出
時のトイレの不安、消化に悪いキノコや海藻類
は控えようなどの話題がでたようです。イレチ
ームは、体重が増えない、障害年金の申請につ
いて初診日がいつになるか問題などイレならで
はの悩み相談が多かったようです。
　ウロ＆ダブルチームでは、みんな比較的悩み
の無いメンツで、それぞれの装具の貼り替え場
所、手順やタイミング、後は障害者手帳を上手
く使って色々とお得に役立てている話題で盛り
上がりました。

　新型コロナウイルス感染拡大以降、オンラインのみでの交流会が増えていましたが、現在は対
面での交流会や、オンラインとのハイブリット形式の交流会を開催している支部もあります。
　今後の開催情報・詳細は下記のサイトをご覧いただくか、各支部へお問合せください。たくさ
んのご参加お待ちしています。

日時：令和8年10月25日(日)13:30～16:30
場所：ボーノ相模大野３階 
　　　ユニコムプラザさがみはら セミナールーム２
内容：①コロプラストゆうじん健幸プログラム 
オストメイト向けエクソサイズ
 　　　　　　　　　　～トレーナーさんと一緒に体を動かそう～
　　　②装具メーカー・販売店による装具紹介と展示（予定）
③グループ交流
☆参加申し込み不要　　直接会場にお越し下さい。
問い合わせ： 石野まち子 TEL : 070-3998-8992

神 奈 川 支 部

若いオストメイト交流会のご案内

　　　　　　　　　　　　　　  原 稿 募 集 !!

趣味や仕事、旅行に恋愛など、色んな体験談を書いてみませんか？
失敗談や、それを乗り越えたこと、楽しかったことなど、なんでもＯＫです !
メンバーに聞いてみたいことでも良いですよ (^^)/
書いてみたいなという方は、こちらのアドレスまで連絡お願いします。
連絡お待ちしていまーす !!
　　　　　　　　　　　　　　　20/40 部会　2040fg@gmail.com　担当 脇田
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ホームページ Facbookブログ X

※各地域で若いオストメイト交流会をしてみたいけど、どうしたら良いの？？など、
　支部との橋渡しなど相談にも乗らせていただきますので、
　その際は、こちら、2040fg＠gmail.comまでメールくださいませ。

ホームページ   http://2040focus.jp/
ブログ    　　 http://2040focus.blog10.fc2.com/
Facebook    　 https://www.facebook.com/2040focusgroup.ja/
X　　　　　　　https://x.com/joa2040fg

日時：令和8年10月31日（土）13：30ｰ16：00
場所：大阪市北区民センター　第２会議室　　　　
講師：未定
内容：講演・先生を交えた相談会・フリートーク・業者装具展示など
対象：20代〜50代の会員・非会員のオストメイトとそのご家族 
　　　医療関係者の方のご参加も歓迎します
参加申し込み：不要
担当幹事：ニ田　浩　TEL：090−1191−1271

日時：令和8年9月２６日(土)13:30～16:30
方法：対面＆オンライン
会場：北海道難病センター
内容：①オストメイト当事者による体験談発表
　　　②教えて！ ＷＯＣナースさん！！
　　　　アドバイザー　札幌医科大学附属病院
　　　　　　　　　　　皮膚・排泄ケア認定看護師　長谷川 将 氏
問い合わせ＆オンライン申し込み先(オンライン締め切り9月19日まで）
北海道支部長　須佐理恵子　TEL　090-1387-8399
                          Mail  rieko.mimi@gmail.com

大 阪 府 支 部

北 海 道 支 部



　前回まで私は、本連載で「医工連携」という
言葉について考えてきました。一般には、医療
と工学が連携し、新しい医療機器や支援技術を
生み出していく取り組みとして理解されている
と思います。
　しかし最近、私は改めて興味深く感じたこと
がありました。実は日本には、大学・医療機関
・企業・行政などを横断して結びつける「医工
連携プラットフォーム」とも言える組織や活動
が、既に存在していたのです。
　その一つが「医工ものづくりコモンズ」です。
慶應義塾大学などが中心的役割を担いながら、
医療・工学・産業・行政を結びつける活動を行
っています。また「Health Commons」のように、
「健康」そのものを社会全体で支えるという考
え方を持つ取り組みもあります。
　正直に言えば、オストメイト当事者である私
自身、最近までこうした存在をよく知りません
でした。そして、もしかすると多くのオストメ
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イトやＷＯＣ看護師の方々にも、まだ十分には
知られていないのではないか、と感じています。
　しかし考えてみると、オストメイトの生活ほ
ど「医工連携」が必要な分野は少ないのかもし
れません。
　ストーマ装具一つ考えても、
　　・漏れ
　　・におい
　　・皮膚障害
　　・睡眠
　　・外出
　　・災害時対応
　　・高齢化
　　・就労
　　・介護
など、多くの課題があります。そこには単なる
「医療」だけではなく、材料工学、デザイン、
ＡＩ、ＤＸ、データ活用、流通、福祉制度など、
実に多くの分野が関係しています。
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オストメイトの生活を“医療工学”の目で考える ③

三多摩支部　川口武文

連載 「医工連携」の先にあるもの
―オストメイトと“生活のための技術”―



　私は人工膀胱を造設して以降も、山でチェン
ソーを持ち、草刈りや炭焼きを続けています。
しかし現実には、尿漏れや装具管理との付き合
いは日常であり、「どう身体を動かすか」「ど
う作業姿勢を工夫するか」を常に考えています。
　もちろん、それは特別な話ではありません。
多くのオストメイトの方々が、それぞれの生活
の中で、日々試行錯誤をされていると思います。
　ただ、そうした一つ一つの経験は、見方を変
えれば非常に貴重な「生活現場の知恵」なのか
もしれません。つまりオストメイトとは、単に
「支援を受ける存在」というだけではなく、生
活の中から多くの課題や改善点を見つけ出して
いる存在でもあるのではないでしょうか。
　海外を見ると、そのような考え方はさらに進
んでいるようにも感じます。たとえば北欧では、
Coloplast のような企業が、「生活の質（ＱＯ
Ｌ）」を重視した製品開発を進めてきました。
そこには、患者を単なる利用者ではなく、「共
に考える存在」として見る視点があるように思
えます。またアメリカでは、MIT や Stanford 
University を中心に、ＡＩやウェアラブル技
術、遠隔医療などの研究が進んでいます。慢性
疾患患者自身が技術開発に関わる事例もあるよ
うです。
　一方、日本は医療技術や保険制度の面では非
常に高い水準にあります。しかし、「当事者参
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加型医工連携」という点では、まだこれからの
部分も多いのかもしれません。
　また、この問題は一つの省庁だけで対応でき
るものでもありません。
・厚生労働省 は医療・福祉制度
・経済産業省 は医療機器産業やＤＸ
・文部科学省 は大学研究や人材育成
など、それぞれ異なる役割を持っています。
　つまり医工連携とは、単なる医療機器開発で
はなく、「医療」「生活」「産業」「地域社会」
を横断するテーマなのだと思います。
　私は最近、「コモンズ（共有地）」という言
葉に惹かれています。医療は医師だけのもので
はなく、福祉は行政だけのものでもありません。
技術もまた、企業だけのものではないのでしょ
う。そこには、当事者、家族、看護師、販売店、
研究者、企業、行政など、多くの人々が関わる
“共有の場”があるように思えます。
　そう考えると、これからの医工連携とは、単
に新しい機械を作る話ではなく、「人がどう生
きるか」を支える技術や仕組みを、皆で考えて
いく営みなのかもしれません。
　ＡＩやセンサー技術が進化しても、最後に大
切になるのは、人間の身体感覚や生活実感なの
ではないでしょうか。
　人工膀胱を持ちながら山仕事を続ける日々の
中で、私はそんなことを時々考えています。
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